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高エネルギー加速器科学研究奨励会
20年度奨励賞決定、授与式開催

西川賞0諏訪賞の2件 3人 1グループ

（公
財
）
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
科
学
研
究
奨
励
会
は
２
０

２
０
年
度
奨
励
賞
を
決
定
し
、

５
月
２７
日
に
大
学
共
同
利
用
機

関
法
人
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構

（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
で
授
与

式
を
行

っ
た
。
同
奨
励
賞
は
西

川
賞
い
小
柴
賞
、
諏
訪
賞
、
熊

谷
賞
の
４
賞
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
の
奨
励
賞
授
与
は

西
川
賞
と
諏
訪
賞
の
２
件
で
、

受
賞
者
は
３
人
と
１
グ
ル
ー
プ

だ

っ
た
。

今
回
授
与
し
た
西
川
賞
は
、

加
速
器
と
加
速
器
利
用
に
関
す

る
実
験
装
置
の
研
究
で
、
独
創

性
に
優
れ
、
か
つ
論
文
発
表
さ

れ
国
際
的
に
も
評
価
の
高
い
業

績
を
あ
げ
た
、
原
則
５０
歳
以
下

（応
募
締
め
切
り
時
）
の
単
数

ま
た
は
複
数
の
研
究
者

・
技
術

者
に
贈
る
賞
で
あ
る
。

一
方
の
諏
訪
賞
は
、
加
速
器

科
学
の
発
展
上
、
長
期
に
わ
た

る
貢
献
な
ど
特
に
顕
著
な
業
績

が
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
単
数

ま
た
は
複
数
の
研
究
者

・
技
術

者

。
研
究
グ
ル
ー
プ
に
贈
る
賞

で
あ
る
。

授
与
式
で
は
同
会
の
高
崎
史

彦
代
表
理
事
の
開
式
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
山
口
誠
哉
選
考
委

員
会
委
員
長
が
審
査
結
果
を
説

明
し
、
そ
の
後
、
各
受
賞
者
代

表
に
表
彰
盾
と
賞
金
が
贈
ら

れ
、
各
受
賞
者
代
表
が
受
賞
の

言
葉
を
述
べ
た
。
閉
会
に
際
し

て
は
、
同
会
の
神
谷
幸
秀
業
務

執
行
理
事
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

受
賞
者
お
よ
び
研
究
業
績
概

要
は
以
下
の
と
お
り

（所
属
機

関

。
職
名
は
申
請
時
点
）
。

【西
川
賞
】

◇
方
志
高
氏

。
５２
歳

¨
Ｋ
Ｅ

Ｋ
加
速
器
研
究
施
設
准
教
授

（現

。
同
教
授
）
◇
杉
村
高
志

氏

・
５１
歳

¨
同
准
教
授
◇
佐
藤

将
春
氏

。
４２
歳

一
同
助
教

（現

。
同
研
究
機
関

講
師
）

▽
研
究
テ
ー

マ

¨

「Ｂ
Ｎ
Ｃ

Ｔ
用
陽
子
線
形

加
速
器
シ
ス
テ

ム
の
実
用
化
」

こ
れ
は
、
ホ

ウ
素
中
性
子
捕

捉
療
法

（Ｂ
Ｎ

Ｃ
Ｔ
）
の
た
め

に
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
る
８

Ｍ
ｅ
Ｖ
陽
子
線

形
加
速
器
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る

研
究
課
題
で
あ

る
。
こ
の
線
形

加
速
器
は
Ｒ
Ｆ
Ｑ
と
Ｄ
Ｔ
Ｌ
の

２
つ
の
加
速
空
洞
を
単

一
ク
ラ

イ
ス
ト
ロ
ン
で
駆
動
す
る
方
式

で
あ
り
、
Ｄ
ｕ
ｔ
ｙ
　
Ｆ
ａ
ｃ

ｔ
ｏ
ｒ
が
高
い
の
が
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

へ
の
応
用
は
、
大

強
度
ビ
ー
ム
の
安
定
加
速
が
必

須
条
件
で
あ
る
が
、
異
な
る
Ｑ

値
を
も
ち
温
度
上
昇
の
影
響
を

受
け
や
す
い
高
Ｄ
ｕ
ｔ
ｙ
の
空

洞
２
つ
を
、
単

一
の
Ｒ
Ｆ
源
で

安
定
駆
動
す
る
の
は
非
常
に
難

し
く
、
当
初
は
電
圧
ト
リ
ッ
プ

か
ら
の
復
帰
に
３０
分
も
か
か

っ

て
い
た
。

受
賞
者
ら
は
、
空
洞
の
冷
却

水
路
を
改
良
し
て
空
洞
の
温
度

と
共
振
周
波
数
の
関
係
を
予
測

で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
デ

ジ
タ
ル
ロ
ー
レ
ベ
ル
制
御
系
を

独
自
に
開
発
。
空
洞
の
共
振
周

波
数
で
Ｒ
Ｆ
を
立
ち
上
げ
て
か

ら
、
空
洞
の
冷
却
水
温
、
Ｄ
Ｔ

Ｌ
の
チ

ュ
ー
ナ
ー
、
Ｒ
Ｆ
電
力

を
運
動
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
温

度
平
衡
に
到
達
す
る
時
間
を
大

幅
に
短
縮
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、
ト

リ
ッ
プ
か
ら
の
復
旧
時
間
を
５

分
以
下
に
短
縮
す
る
こ
と
に
成

功
。
現
在
で
は
平
均
電
流
１

・

４
ｍ
Ａ

（ビ
ー
ム
パ
ワ
Ｉ
Ｈ
ｋ

Ｗ
）
を
２
時
間
安
定
供
給
す
る

と
い
う
、
医
療
適
用
可
能
な
性

能
が
達
成
さ
れ
た
。

【詢
訪
賞
】

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
加

速
器
デ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
代
表

（歴

代
デ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
長
）

◇
小
関
忠
氏

・
５８
歳

¨
Ｊ
Ｉ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ

ー
長

（現

・
Ｋ
Ｅ
Ｋ
加
速
器
研

究
施
設
長
）
◇
長
谷
川
和
男
氏

・
５９
歳

¨
日
本
原
子
力
研
究
開

発
”職
楕
主
任
研
究
員

（現
・
量

子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
種
六

ケ
所
核
一製
一自研
究
所
核
融
合
炉

材
料
研
究
開
発
部
部
長
）
◇
金

正
倫
計
氏

・
５５
歳

¨
Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
加
速
器
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン
長

▽
研
究
テ
ー
マ

「Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｃ
３
Ｃ
ｅ
Ｖ
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ

ン
に
お
け
る
ｌ
Ｍ
Ｗ
ビ
ー
ム
加

速
」

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
加

速
器
デ
ィ
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
３
Ｃ
ｅ
Ｖ
シ
ン
ク
ロ

ト
ロ
ン

（
Ｒ
Ｃ
Ｓ
）
の
ビ
ー
ム

出
力
を
ｌ
Ｍ
Ｗ
で
％
時
間
運
転

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

こ
の
成
果
は
、
イ
オ
ン
源
や

Ｒ
Ｆ
Ｑ
の
開
発
な
ど
に
よ
る
電

流
の
増
加
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
の
新

た
な
空
洞
の
開
発
に
よ
る
４
０

０
Ｍ
ｅ
Ｖ
へ
の
加
速
と
、
そ
れ

に
伴
う
ビ
ー
ム
ロ
ス
の
低
減
、

Ｒ
Ｃ
Ｓ
の
精
密
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ

ョ
ン
に
基
づ
く

「
ペ
イ
ン
ト

入
射
」
に
よ
る
空
間
電
荷
効
果

の
低
減
、
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー

ド
の
手
法
を
用
い
た
ビ
ー
ム
ロ

ー
デ
ィ
ン
グ
補
償
、
正
確
な
パ

ル
ス
を
作
る
ビ
ー
ム
入
射
用
パ

ル
ス
電
源
の
開
発
な
ど
、
加
速

器
全
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な

開
発
と
改
良
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。こ

れ
ら
の
成
果
は
国
際
会
議

の
報
告
だ
け
で
は
な
く
、「
辱
∽】

Ｓ
一”
Φユ
選

冷
８
一Φ「き
『∽
豊

〕
Φ目
∽
の
一』
ｏ３
Φ「に
も
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

授与式参加者 による記念撮影


